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 1953年 山梨県臨時教員養成所として設立

 学生約3,400名，専任・特任教員98名，非常勤講師305名

 学部卒業生の4割が全国で教職に就いている

 東京から80分

 地元山梨県出身者は14.7%

 全ての都道府県出身者が在籍

 4月22日から遠隔授業開始

都留文科大学

第21回NIIサイバーシンポ
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新型コロナウイルス感染症等対策本部会
議実施状況

 【学生部門】
 衛生管理マニュアルの作成
 感染症予防用品（消毒液、マスク、フェイスシールドなど）の備蓄、配置
 発熱等体調不良学生の相談、受診支援、経過観察
 感染症予防の啓発、注意喚起
 生活困窮学生に対しての経済的支援

 給付型奨学金（家計急変）の周知、申込
 「学びの継続」のための学生支援緊急給付金の支給

20万円支給（非課税世帯）：120名 10万円支給：700名

 大学独自の緊急援助奨学金 （１人3万円）：27名に支給済み
（日本学生支援機構の「新型コロナウイルス感染症対策助成事業」により100万円の分配が
見込まれているため追加募集を予定）

 部活、サークル活動の再開時における感染症予防対策の確認
 学食の感染症予防対策を講じ再開
 都留市及び大学後援会からのマスク配布
 健康診断の実施および健康診断費用の一部補助（学生健康保険組合）
 インフルエンザ予防接種費用の一部補助（学生健康保険組合）
 山梨フードバンクと協定を結び困窮学生へ食材配布の支援
 留学生への対応
 都留市の商品券配布への協力

対策本部

学生部門

教務部門

情報部門

第21回NIIサイバーシンポ
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新型コロナウイルス感染症等対策本部会
議実施状況

 【教務部門】
 遠隔授業の調整

 遠隔授業開講及び運用に関する指針や依頼文の作成、発信
 授業科目の調査および履修人数の調整
 教室の調整（対面授業との同時開講の際の教室開放）
 学内の感染症予防対策（各施設入口に非接触型の体温感知器の設置、教室等へ

アクリル板の設置、換気扇等の設備、消毒薬の準備など）
 授業における課題の軽減、スリム化の依頼

 対面授業の調整
 授業科目の調査および履修人数の調整
 教室の調整
 疾患等を持つ学生への配慮の手続き

 学外活動の調整

※10月現在、対面授業と遠隔授業を併用し授業実施。感染症流行状況に配
慮しつつ対面授業の拡大を進めている。

対策本部

学生部門

教務部門

情報部門
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新型コロナウイルス感染症等対策本部会
議実施状況

 【情報部門】
 学生の通信環境のアンケート調査
 遠隔授業を受けるためのパソコン教室等の開放
 学内LANの整備
 会議用機器の整備
 遠隔授業に対しての学生サポーターとして「授業支援サポーター」「新入生

サポーター」制度の新設
 コロナ特設サイトの構築と運用
 ICT指導員（学生）の活用
 前期授業における実態調査の実施（学生・教員）、結果分析

 8月21日～9月6日
 教員アンケート 270名の回答
 学生アンケート 1167名の回答

 教員への支援
 遠隔授業に使用するソフトの利用料金の補助
 遠隔授業の運用に関する参考事例の作成、学内サイトでの公開

対策本部

学生部門

教務部門

情報部門

第21回NIIサイバーシンポ
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学生の負担 (n=1167)
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肉体的疲労と履修科目数(n=1167)
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精神的疲労と履修科目数(n=1167)

第21回NIIサイバーシンポ
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 キャリア形成論
 Zoom使用

 6時限目開講

 アメリカ，ヨーロッパなど海外の第1線で活躍している方をゲストス
ピーカとして招待

 Listening ＆ Speaking（英語）
 毎回の授業内容を最初に提示する

 最初の挨拶だけZoomで顔出し，その後OFF

 FripGridで学生に動画を取らせてお互いにコメント

 ALC NetAcademy NEXT

特色ある授業 －前期期間中－

授業内で学生が考え
る時間がある

第21回NIIサイバーシンポ
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 分野や講義によってはすぐれたテキス
トがあり，遠隔でも良い．

 哲学や社会問題など，知識取得だけ
ではない，授業中のディスカッション
による深まりというのは対面でなけれ
ば難しい．
 教育の豊かさ

 課題に追われたり，授業時間中ずっと
指示があるような教育は避けたい．

 キャンパスカルチャーを含めて，学生
が自分で自由にできる時間の提供が
大学において重要

本学の理念

第21回NIIサイバーシンポ
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 学生が授業内において自由に考える時間がある．

 操作方法が簡単である．

 できれば対面で授業を行いたい．
 コロナ対応に加え教育実習期間を考慮する必要がある．

 分散＋デュアルハイフレックス型授業

後期からの取り組み

第21回NIIサイバーシンポ
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感染防止対策

第21回NIIサイバーシンポ

各館入り口 消毒アルコール設置 各館入り口 サーモマネージャ設置 １号館 換気扇設置３号館 天井ファン設置

ラウンジ 仕切り板設置 ５号館 座席制限 学食 仕切り板設置
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 1つの授業を分散（隔週で対面と遠隔）に分ける．

 1単元で行う到達目標に対して，2通りの取り組みを考える
 一方は対面用
 一方は遠隔用

 具体的な授業展開
 遠隔受講者はZoomを用いて挨拶時の画面ON依頼→その後OFF

 授業冒頭に今回の目標提示
 遠隔（Zoom）受講生に対しPPTの画面共有で作業を指示
 対面受講生に対し作業を提示
 上記を交互に繰り返す
 最後に対面と遠隔で同時にまとめ

デュアルハイフレックス型授業

第21回NIIサイバーシンポ
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デュアルハイフレックス
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図工・美術系授業における実践例
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最初の挨拶はビデオONを依頼
全体に対して，本日の目標提示
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図工・美術系授業における実践例
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図工・美術系授業における実践例

第21回NIIサイバーシンポ

遠隔受講生への説明
Zoom PPT共有→電子黒板
画面を対面受講生にも提示
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図工・美術系授業における実践例
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意外と旧式のカメラが接続も簡単
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図工・美術系授業における実践例
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対面受講生への説明
Zoom PPT共有→電子黒板
画面を遠隔受講生にも提示


